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　鶴岡サイエンスパークの取組みは、常識にとらわれない挑戦が発展の原
動力となりました。2001年に田んぼの中の研究所として始まりましたが、若
手や中堅が独自の発想で研究を進めたことで複数のベンチャー企業が生
まれ、地域の姿は大きく変化。「普通のことはしない」という理念のもと、人
と違う発想を重視した点が特徴です。特に、ITを活用したデータ駆動型の
生命科学は当初批判を受けましたが、現在では主流の研究手法となってい
ます。膨大なデータから新たな知見を導くメタボローム解析の開発により、
医療分野で世界的な成果を上げ、研究拠点としての評価が高まりました。
　こうした研究成果を基盤に、若手研究者が起業し、医療、食品、素材など
多様な分野で事業が展開されています。人工クモ糸やがん診断技術、腸内
細菌解析などの先端技術は、世界中から人材を引きつけています。重要な
のは、地域のためという発想にとどまらず、日本や社会全体に価値を生む
ことを目指す姿勢です。また、地方での活動そのものが創造性を育てると
考えています。自然環境の中で本質を問い直し、既存の枠組みにとらわれ
ない発想が生まれやすいことを実感しています。数字や効率だけを追うの
ではなく、本質的な価値を考える姿勢がイノベーションにつながります。
　今後は「二地域居住」など新たな働き方の実証にも取り組み、地方から
新しい産業や社会モデルを生むことを目指しています。田んぼの中から世
界を変えるという発想こそ、日本の未来に必要な視点であると考えます。
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鶴岡サインスパークの全体像

福澤諭吉の格言「異端妄説の譏（そしり）を恐ることなく、
勇を振て我思う所の説を吐くべし」の実践
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